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2013年 10月 15日 
Ｓａｌｕｄ！★ 13 号 
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●キューバ友好円卓会議 通信 
e-mail：cuba.entaku.0803@gmail.com 
FAX 03‐3415‐9292  http://cubaentaku.web.fc2.com/ 
〒157-0073 東京都世田谷区砧 8-15-14-101 

 

会場：日本青年館４階 宴会場「アルデ」 
  〒160‐0013 東京都新宿区霞ヶ丘町７‐１   TEL 03‐3475‐2525（代表） 

最寄り駅はＪＲ中央・総武線「千駄ヶ谷駅」「信濃町駅」、地下鉄銀座線「外苑前駅」 

いま改めて語ろう、キューバの魅力 

12月21日 （土） 

13：00～16：00 

プログラム 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆来賓挨拶☆ 

マルコス・ロドリゲスさん 駐日キューバ大使（予定） 

☆メインスピーチ☆ 

吉岡達也さん ピースボート共同代表 

「フィデル・カストロの印象」 

吉田太郎さん キューバ関連著書多数 

「とっておきのキューバ取材こぼれ話」 

☆他にショートスピーチ数人を予定 

♪在日キューバ人ミュージシャンのライブ♪ 
 
ロランド・スペックさん Rolando Speck 

ハバナ出身のバイオリニスト。ハバナの音楽学校で、年に３人しか突

破できない難関バイオリンコースに入学し、７歳からバイオリンを始

める。卒業後はマイケル・ブランコやチャランガバンド Orquesta 

melodias del 40で第一ソリストをつとめるなど、クラシックからルン

バ、ポップスまで幅広いジャンルで活躍。2012年来日し、その感性と

自由な音楽性で東京を中心に活躍中。 
 

アレキサンダー・ラボルデ・パドロンさん  
Alexander Laborde Padron 

キューバで生まれ、５歳より歌の才能を発揮。14歳でギターを始める。 

ハバナの音楽学校で学んだ後、キューバ国立オペラの巨匠リナーレス

氏と国立声楽コーラスを指揮するコリャド氏に指導を受け、その後 21

歳でプロデビュー。ヨーロッパでの活動後、アジアに拠点を移し活動。

東京を中心に日本各地でライブを行う。 

♪立食パーティー♪ 

吉岡達也さん 吉田太郎さん 

キューバ友好円卓会議は設立 10周年を迎えました 
  

設立総会は 2003 年９月 27 日に東京の明治大学で開

かれ、キューバとの友好を目指す首都圏コープ事業連合

（現パルシステム生活協同組合連合会）、国際交流ＮＧ

Ｏピースボート、キューバに自転車を送る会、キューバ

に鍼を送る会などの関係者のほか、労働運動家、学者、

ジャーナリストらが集まりました。 

 総会では、円卓会議の活動目標を「キューバとの友好

促進」「キューバに関する情報交換と情報発信」とする

ことを確認し、これまで、キューバの政治、経済、外交、

医療、教育、有機農業、エネルギー、音楽などをテーマ

とするフォーラム、シンポジウム、講演会を開催してき

ました。この間、キューバから医師やアレイダ・ゲバラ

さんを招いたり、「キューバ医療を見学する旅」を実施

したりしました。 

キューバを襲ったハリケーンで被災した人たちへの

カンパ活動も続けてきました。 

 円卓会議が企画・主催した催しは毎回、多くの市民を

集めてきました。これらの催しを通じてキューバに対す

る理解が深まり、日本・キューバ両国民間の友好が促進

されたとみていいでしょう。 

 そこで、円卓会議は設立 10 周年を機に、これまでの

活動を振り返り、さらにキューバとの友好機運を盛り上

げようと、「設立 10 周年記念の集い」を開催すること

にしました。キューバ・ファンが一堂に会し、改めてキ

ューバの魅力を語り尽くそうではありませんか。 

 

参加費 3500円 ※当日、会場でお支払いただきます。 

♪どなたでも参加できます。お友達を誘ってご参加ください♪ 

★申込締切 12月６日（金） 

ＦＡＸかｅ-mailで下記へお申込みください。 

★参加申込み キューバ友好円卓会議 
〒157-0073 東京都世田谷区砧 8-15-14-101 

ＦＡＸ  03‐3415‐9292  

e-mail：cuba.entaku.0803@gmail.com 
 

 

６ページにキューバ友好円卓会議主催の 10周年記念 
キューバツアーのご案内を掲載しました。 
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貧しいが、愉しい共産国・キューバ 
早房長治（ジャーナリスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「カストロほどきれいな男はいないよ」 

 主だった共産国として中国、ヴェトナム、北朝鮮、キ

ューバが挙げられますが、やっている政策はそれぞれ違

い、中国は市場経済、北朝鮮は私の感想では戦前の天皇

制とほとんど変わりがありません。しかし、キューバは

数々の問題に直面しながら平等を保ち、格差が拡大しな

いための努力を行っています。私が会った人たちからは、

共産国にありがちな幹部の腐敗した雰囲気は感じ取れま

せんでした。 

一般の人に聞いてみたところ「フィデル・カストロほ

どきれいな男はいないよ」と言います。これを聞いてキ

ューバが腐敗していない理由がわかりました。 

孤独死のない医療大国 

 キューバの医療制度は、地区医院、総合診療所、総合

病院・大学病院の三段階です。地区医院ではファミリ

ー・ドクターと看護師、医療現場で働く医学生が全ての

地区のお年寄りの健康状態を把握しており、お年寄りの

相談に乗るので、日本のような孤独死はありませんし、 

危なくなれば総合病院に連れていきます。 

 医療費と教育は無料ですから、お年寄りは気軽に病院

に行けますし、癌などの手術は総合病院・大学病院で受

けることができます。5000 あまりの地区医院と 470の

総合診療所、85 の総合病院・大学病院が日本と同様の

高齢化社会となったキューバを支えています。 

 医療制度が充実したキューバの高齢化はラテンアメリ

カ諸国でも飛びぬけており、全国で 80 万人が加入する

老人クラブの合言葉は「120 歳まで生きよう。それまで

元気で暮らそう」で、道具は豊かではありませんがお年

寄りを寝たきりにさせないためのリハビリや体操をはじ

めとする運動療法が行われるなど、国はお年寄りの面倒

を良くみています。 

 貧しい国なので最新の医療機器は少なく、私が今年の

訪問で内視鏡手術を受けたときの内視鏡は、私が 7年前

に食道がんの手術のため、検査の時に呑まされたものと

同じ大きさでした。しかし医療水準は高く、癌の手術を

初夏の気配さえ感じられた去る６月29日、「気になるキューバ、その最新事情」と題して、キューバ友好円卓会議と

アジア・アフリカ人民連帯日本委員会との共催による「キューバ友好フォーラム2013」が開催されました。会場には、

定員を超える59名の参加者があり、社会主義の理念を忘れず現在も独自の国づくりを続けるキューバに対する関心の高

さが窺えました。岩垂弘キューバ友好円卓会議共同代表による主催者挨拶、エセキエル・ディアス・ルエダさん（キュー

バ共和国大使館経済・通商担当参事官）による来賓挨拶の後、早房長治さん（ジャーナリスト）と後藤政子さん（神奈川

大学名誉教授）のお二人の講師による講演が行われました。 

早房さんには、経済的には貧しい状態にありながらもキューバの充実した医療・教育制度の現状、アメリカとの関係改

善の展望について、また、後藤さんには、革命以来半世紀にわたり革命の基本理念を維持してきたキューバが、制度転換

による改革を実施するに至った背景やプロセス、改革の詳しい現状と今後の展望について語っていただきました。以下は、

それぞれの要約です。 

キューバ友好フォーラム 2013 ６月 29日 豊島勤労福祉会館 第３･第４会議室 

気になるキューバ、その最新事情 
報告 河内茂幸（翻訳家） 

 

報 

告 

写真右から司会の二瓶裕子さん、共同代表・岩垂弘さん、キューバ大使館参事官のエセキエル・ディアス・ルエダさん 
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受ける際に私が学んだ医学知識からすると、手術におか

しな所は一つもありませんでした。 

 キューバはラテンアメリカ諸国だけでなく、アジア・

アフリカ諸国の医師を目指す貧しい若者たちを国費で招

待してラテンアメリカ医科大学で学ばせています。約

4500 人の在学生の旅費、学費、生活費一切の面倒をみ

ています。授業料が無料で生活費も支給されるという、

本国では考えられない待遇を得た学生たちは日本の大学

生と違って非常に熱心に授業を聞き、図書館やパソコン

を使って自習しています。 

 キューバは外交政策として医者不足のラテンアメリカ

諸国に医者を派遣し、ラテンアメリカの大きな病院には

キューバ人医師とラテンアメリカ医科大学で学んだ医師

がいます。 

いじめ防止に秘策あり 

 ハバナ市プランジャ地区のエイブラハム・リンカーン

小学校を訪れて朝礼と授業を見ましたが、朝礼は日本と

大きく違って訪問者への挨拶だけでなく、歓迎の詩の朗

読や見事なマンボの踊りもあり、やがてはすべての子ど

もが踊りだしました。こういう明るく、子どもたちの自

主性を重んじた教育をやっていれば、いじめがなくなる

と思います。 

 キューバの小学校は 25 人以下の小学級制で、同じ学

年が 25 人以上になった場合は別の学級を作ります。学

校でのいじめについて質問したら、「そんなものはない」

との答えが返ってきました。担任の先生は6年間の持ち

上がりで、入学から卒業までの間、先生は生徒を細かく

観察していますし、少人数学級なので先生は生徒と個人

的に接触し、しょっちゅう家庭を訪問します。 

 また病気で長い間欠席する子供には、先生が出前授業

を行い、何か問題が起きた時は校長も含めて教師全員が

共通の問題として解決策を討議します。 

 学科では国語と算数重視で、高学年になると英語と歴

史が加わります。歴史ではスペイン植民地時代、アメリ

カ支配時代についての近代史も取り上げられ、英語では

英会話も行われています。またクラブ活動も活発です。 

 ただし校舎は古く、その上 10 台あるパソコンは部品

不足で３台しか使えないのでパソコン教育は事実上行え

ません。 

米国との和解は可能か 

 アメリカとの関係は不透明で、キューバ外務省幹部と

話して、二期目を迎えたオバマ政権の対キューバ政策転

換への希望を感じましたが、フロリダの亡命キューバ人

の圧力は大きく、転換は簡単ではないと思います。 

 マイアミの亡命キューバ人による反キューバ破壊活動

をあばいたことを理由に無実の罪を着せられ、釈放され

た一人を除いて、今も長年にわたりアメリカの獄中に捕

らわれている「５人のヒーロー」の裁判を見てわかるよ

うに、安全保障がかかる問題では、アメリカは人権を無

視する国なので、キューバが体制変革をしない限り、オ

バマが関係改善をしたくてもできない状態が続くと思い

ます。 

 しかし、ラテンアメリカではエクアドルのコレア、ボ

リビアのモラレス、ベネズエラではチャベス後継のマド

ゥーロが反米・非米政策をとり、キューバに対する経済

封鎖の不当性を訴える国々も増えてきているので、その

動きをうまくまとめることができれば、アメリカも考え

ざるを得なくなります。 

 経済を活性化させるためには、経済封鎖の解除は必須

です。観光業への投資は行われていますが、工業への投

資は行われていないので資金・物資不足と設備劣化に陥

り、生産と生産効率は上がっていません。 

 その克服のためにはアメリカとの関係改善が不可欠で、

関係改善に向けてラテンアメリカ諸国の協力が必要にな

ると思います。 

 

 

キューバ・改革の現状と展望 
後藤政子（神奈川大学名誉教授） 

 

 

 

 
 

国営農場は大幅減少、協同組合農場が中心に 

 2011 年４月の第６回共産党大会で「革命と党の経済

社会政策基本方針」（以後「基本方針」）が決定され、

抜本的な制度転換が始まりました。キューバでは「キュ

ーバ社会主義モデルの再構築」と言っています。その方

が正確な表現だと思いますが、ここでは便宜上、「自由

化」ないしは「改革」という言葉を使っておきます。 

 「基本方針」によれば、国家による各企業への経済コ

ントロールは、融資や契約などを通じた間接的な形に移

ります。 

 非農業部門では独立採算制を導入して自主性を拡大さ

せた国営企業が中心となりますが、このほかに、外資企

業や個人営業、協同組合を増やします。農業以外の部門

で協同組合形態が導入されるのは、第６回大会が初めて

です。 

  農業部門では国営農場は大幅に減少し、その役割は農

業指導など、地域におけるパイロット農場的なものとな

ります。中心になるのはさまざまな形態の協同組合農場
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です。国営農場を分割して形成されたＵＢＰＣ（共同生

産基礎単位）、農民が土地を持ち寄って共同で耕作する

ＣＡＰ（農業生産組合）、日本の農協に近いＣＣＳ（信

用サービス協同組合）から成ります。国家統制色の強か

ったＵＢＰＣは、規制が緩和され、ＣＡＰに似た協同組合に変

わります。 

 この他に小農（革命前から存在するものと 1959 年の農地

改革で土地を分与されたもの）と、政府が国有地を貸与する

「借地農」があります。いま、この借地形態による小農形成が

急ピッチで進んでいます。 

 社会サービスはすべての国民への平等なサービスから「弱

者」保護中心の制度へと変わり、無償だったサービスも有料

化されます。ただし、教育と医療の無償制度は今後も維持さ

れます。 

 配給制度は 2012 年 1 月に完全に廃止となりました。すで

に 1990 年代初めから配給は減少し、2000 年代に入ると、

配給では必要なカロリーの半分以下、３分の１くらいしか採れ

ない状況になっていました。 

政治改革も課題 

第６回大会の後、徐々に、かつ段階的に政策が実施

されています。法制化も進んでいます。 

その中で注目されるものとして、まず、借地農への

土地分配面積を最大 67 ヘクタールまでに拡大したこと

があります。これにより牧場や樹園も経営できるように

なり、かなりの規模の小農が誕生することになります。 

 また、非農業部門では３人集まれば協同組合が作れる

ようになり、個人営業や小農等へ国が融資する政策も決

まりました。 

 このほか、住宅地や不動産、自動車の販売が許可され

たことはご存知と思います。また、所得税徴収や社会保

障の有料化も決まりました。新移民法により財産を没収

されずに外国に出ることができるようになりました。た

だし、パスポートを取るためには 100ＣＵＣ（=100 ド

ル）というかなり高額なお金がかかります。 

 一般には経済改革だけが知られていますが、政治改革

も課題に上がっています。キューバは革命以来参加型民

主主義を推進してきましたが、その形骸化への対策、決

定過程の民主化や情報公開、ジャーナリズム改革に関す

る議論も始まっています。ラウルは、一党制は維持する

としていますが、いわゆる改革派のなかでは、一党制や

議会制度の改革についても議論されていますので、将来

は課題になるでしょう。 

 このほか、昨年１月の共産党総会で、政府要職の任期

を、２期 10 年を限度とすることが決まりました。また、

地方の企業や経済発展計画などは地方自治体の権限とさ

れるなど、地方分権化も進んでいます。 

食料自給率は 20％ 

  改革は進展していますが、すべて順風満帆というわけ

ではありません。 

 国営企業の整理統合が進み、これに伴い５年間に100

万人の人員整理が予定されています。けれども 12 年末

までに３分の１程度しか実施されていないなど、遅れて

います。労働者を路頭に迷わせることはなかなかできな

いということでしょう。 

 実は個人営業の拡大は、リストラされた労働者の受け

入れ対策という面もあります。政府は 2015 年に民間労

働者の割合を 40％にするという目標をかかげており、

個人営業者は 1999 年の 99917 人から 2012 年には

397666人に増えました。しかし、増加分の66％が前職

なし、つまり主婦や休業者等で、元国家公務員は 18％

にとどまっています。 

 個人営業は高額な収入が得られるとはいえ、高学歴者

の多いキューバでは必ずしも魅力的な職業ではないとい

うことでしょう。 

 国営農業の農地面積は全体の３分の１程度にまで減り、

協同組合農場や小農が中心となりました。いわゆる借地

農は急増していますが（2008～2012 年に計 1 万 7400

人、152万 2300ヘクタール）、これがそのまま食糧生

産の増加につながっているわけではありません。 

農業は誰にでもすぐできるというわけではありませ

んし、国有の遊休地が分配されますので、マラブーとい

う棘のある木が生い茂るなど、すぐさま農地に転換でき

るわけではありません。 

 キューバでは輸入額に占める食料と石油の割合が極め

て大きく、財政を圧迫しています。ちなみに食料自給率

は20％ほどです。そのため、「基本方針」では食糧生産、

および砂糖などの伝統的輸出農産物、医薬品、観光業な

どを軸とする経済発展戦略がたてられています。 

抜本的制度転換に踏み切った理由 

 では、半世紀にわたり革命の基本理念を維持してきた

キューバが、なぜ、いま、このような抜本的制度転換に

踏み切ったかですが、それは、キューバが「経済悪化の

悪循環」に陥り、革命存続の成果すら無に帰しかねない

事態に至ったことによります。 

 アメリカの経済封鎖がキューバ経済に大きなマイナス

の影響を与えていることはよく知られていますが、大事

なのは、経済情勢の悪化は、このような外部条件のため

だけではなく、いわゆる平等主義体制の限界のためでも

あり、そこに部分的市場化の矛盾が加わって、「経済悪

化の悪循環」を引き起こしていること、それを政府や国

民が認識するに至ったことです。 

 ここで注目していただきたいのは、部分的市場化の矛

盾です。前にも述べましたように、配給物資が減少し、

自由市場で生活物資を手に入れなければなりませんが、

価格が高いために職場で得る賃金ではまったく足りませ

ん。そのため「働いても意味がない」ことになり、労働

意欲は低下し、ますます生産は低迷します。 
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 一方、生活はしていかなければなりませんから、職場

の物資を持ち出して家で使ったり、闇で売ったり……。

一般労働者から管理職にいたるまで腐敗が横行しました。

ガソリンの横流しを防ぐために、ガソリンスタンドに学

生を動員したこともありました。 

 生活を維持するには外貨収入のあることが最大の強み

になります。そのために有能な医者や教員や技術者など

が観光業や個人営業に流れ、その結果、キューバが誇る

教育や医療の現場でも、物資不足に加え、人材不足のた

めに、質が劣化しました。もちろん、今でも立派な教員

や医師はたくさんいますが……。 

「革命は自壊し得る」と警告したカストロ            

 これに対し、フィデル・カストロは 2005 年 11 月、

病気で引退する約半年前のことですが、ハバナ大学で学

生を前に講演し、革命は「自壊し得る」と警告します。

アメリカなど外部の力ではなく、内部から崩壊する可能

性がある、というのです。 

その上に立って、新しい社会の建設、すなわち、「21

世紀の社会主義とはいかなるものか。これまで歴史上存

在しなかった、まったく新しい社会主義とはどのような

ものか、若い諸君に考えてほしい」と訴えます。これを

機に知識人や政府内部でも体制改革をめぐる議論が始ま

りますが、フィデルは 2010 年 11 月のハバナ大学生と

の対話でも「５年間、何も議論・討論されなかった」と

苦言を呈します。 

 基本的には「自由化」政策は続いてきたのですが、ア

メリカの制裁強化、エネルギー価格高騰や自然災害によ

り経済情勢の悪化による財政の逼迫、部分的自由化に伴

う汚職の蔓延などへの対策から、改革は一進一退を繰り

返してきました。しかし、ついに、2005 年のフィデル

の警告に示されるように、矛盾は深刻化し、高い医療や

教育水準、モラルを基礎とした社会など、キューバの誇

る革命の成果すら綻び始めます。 

 こうして、第６会大会において、もはや覚悟して制度

転換を進めない限り革命は崩壊するとして抜本的転換に

踏み切ります。 

進められている改革には「３つの理念」 

 では、現在の改革はどのような理念のもとで進められ

ているのかということになりますが、改革については基

本的に３つの考え方があります。 

 ひとつは、国家主義グループといわれるもので、革命

の理念の維持のためには国家が大きな役割を果たすこと

が必要だとするものです。これを主張するのは政府の指

導者や官僚ではないかと考える方がいるかもしれません。

確かに一部にはそのような主張をする指導者や官僚がい

ますが、街の人々の中にも存在します。 

 第２は、社会主義市場経済グループともいうべき人々

で、これはアカデミズム派ともいわれるように、研究者

の中に多い考え方です。その内部にはさまざまな意見が

あり、経済が大きくなれば分配するパイも大きくなり、

社会問題も解決するという人々もないわけではありませ

ん。このような考え方を取る人は国営企業の管理職にも

いると言われています。 

 第３は、自主管理グループで、これは新しい社会主義

形態として、労働者による自主管理を主張する人々です。

まだ少数派ですが、第６回党大会の開催にあたり、この

グループに検討の依頼があり、初めて非農業部門で協同

組合形態が導入されることになりました。 

 全体の印象としては、経済を活性化するにはどのよう

な政策、制度が必要か、という観点から政策が決定され

ているように見えます。 

市場原理と革命理念のはざまで 

 第６回大会で抜本的な制度転換が決まったとはいえ、

今後もキューバは市場原理の導入と革命理念の維持との

はざまで苦しみ続けるのではないかと思います。 

 新しい制度のもとで革命理念を維持できるかどうか。

それは基本的には、マルティ主義の伝統・文化が維持さ

れるかにかかっていると考えています。 

 また、キューバを考える場合には、「キューバの歴史

の重み」を無視することができません。キューバ革命は

スペインの植民地支配の歴史、その後のアメリカ支配の

歴史、そのもとでの人々の苦しみや闘いの歴史などの上

に成り立っています。 

 手前味噌で申し訳ありませんが、キューバの９年生

（中学3年生）の歴史教科書を翻訳させていただいたこ

とがあります（『キューバの歴史』明石書店）。 

そこでは、カストロは歴史上のさまざまな人々の闘い

の失敗から教訓を得て、

革命を成功させた人物

であり、キューバ革命

の成功はそれらの闘い

の蓄積の結果として描

かれています。けっし

てフィデルを神格化し

てはいません。 

 この教科書からは、

キューバの歴史の重み

がひしひしと感じられ

ます。これがキューバ

の歴史観です。問題は、

革命後世代が圧倒的多

数となり、しかもグロ

ーバル化の時代にあっ

て、こうした「キュー

バ精神」といわれるも

のが維持されていくかどうか、という点にあるように思

われます。 

『キューバの歴史』 
先史時代から現代まで 

キューバ教育省 編 

後藤政子 訳 

明石書店 発行 

4800円＋税 
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【日程】 2014年３月６日（木）～13 日（木）  【募集人数】 20 名 

【問合せ先】 キューバ友好円卓会議 〒157-0073 東京都世田谷区砧 8-15-14-101 

          FAX  03-3415-9292（高斎） e-mail：cuba.entaku.0803@gmail.com 

【スケジュール（予定）】※内容は変更のされることがありま。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月日 都市名 ツアー内容（予定） 

３月６日 
成田発 カナダ経由 
       ハバナ泊  

 

３月７日 
ハバナ 

    ハバナ泊 
ラテンアメリカ医科大学／障害児の心理教育センター 

３月８日 
ハバナ   

ハバナ泊 
アラマール農場／小学校 

３月９日 
ハバナ   

ハバナ泊 
精神保健センター／地域精神保健センター 

３月 10日 
ハバナ   
サンチャゴ・デ・クーバ泊 

 

３月 11日 
   

ハバナ泊 
７月 26日モンカダ兵営博物館 

３月 12日 
ハバナ発 カナダ経由  

機中泊 
 

３月 13日 
成田着 
      

 

キューバ友好円卓会議10 周年記念キューバツアー 
キューバの全体像を知る８日間 主催：キューバ友好円卓会議 

 

 

第
一
報 

10周年記念ツアーの日程が決まりました。第１報です。詳細は、後日お知らせします。 

ＩＣＡＰ（キューバ諸国民友好協会）が、第９回メーデー国際ブリガーダ 2014 の参加者を募集してい

ます。ブリガーダとは「ボランティアワークと連帯活動」のことで、その目的は、キューバの現実につい

て理解してもらうと同時に、キューバの農業生産を支援してもらうことにあります。 

また、今回は第 20 回キューバ労働組合総同盟大会が 2014 年最初の３か月に開催されるということで

特別な意味を持っています。参加者はボランティアワークだけでなく、歴史的・社会的場所を訪問したり、

キューバの現状をテーマにした会議に出席したり、さまざまなキューバの団体代表者と交流したりするこ

とで、半世紀以上にわたって勝利的革命の主要な守り手となってきたキューバ労働組合の第 20 回大会の

内容と結果を知ることができる内容になっています。申込締切りは 2014 年 3 月 30 日。詳細は、キュー

バ大使館へお問い合わせください。 

【問合せ】キューバ共和国大使館 政務部（田代）  

TEL：03-5570-3182  FAX： 03-5570-8521 E-mail: tcultura@ecujapon.jp 
 

 

第９回 メーデー国際ブリガーダ 参加者募集！ 

2014年 4月 27日～５月 11日／申込締切り  2014年３月 30日 

 

 
 

ブリガーダのプログラムの一部をご紹介 

☆4/27(日) カイミート市のキャンプ場へ ☆4/28(月) 公式歓迎会。キューバの国民的英雄、ホセ・マルティに

ついての講義。夕食とキューバンナイト ☆4/29(火) 農作業、講義「国際的逆境におけるキューバ経済。キュ

ーバの経済・社会モデル更新のためにとられた政策」、スペイン語とダンスのレッスン ☆4/30(水) 農作業、 
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「５人のキューバ人」の家族と面会、スペイン語とダンスのレッスン ☆5/1(木) 革命広場にてメーデー記念集 

会に参加、自由行動、オプショナルツアー ☆5/2(金) キューバとの連帯国際会議に出席、オプショナルツアー、 

キューバ映画上映会 ☆5/3(土)～5/5(月) サンクティ・エスピリトゥス州へ ☆5/6(火)  ビジャ・クララ州

へ。チェ・ゲバラ記念館  ☆5/7(水)  農作業、革命とそのリーダーたちについてのドキュメンタリー上映 ☆

5/8(木) 農作業、ハバナへ。革命博物館、ホセ・マルティ記念館、美術館訪問 ☆5/9(金) 農作業、アルテミサ

教育センター訪問(小学校、障がい児学校、中学校、デイケアセンター、高校) ☆5/10(土)  終了式 

 

 

 

 

 

  

■■■■■■■■■■■■「現代キューバ情勢」無料公開講演会■■■■■■■■■■■■ 

主催 立教大学ラテンアメリカ研究所 

駐日キューバ大使 マルコス・ロドリゲスさんの講演・質疑応答会 

日時★ 10 月 26 日（土）15：00～18：00 

会場★ 立教大学池袋キャンパス マキムホール３階Ｍ302教室 

ＪＲ各線・東武東上線・西武池袋線・東京メトロ丸ノ内線／有楽町線／ 

副都心線「池袋駅」下車。西口より大学正門まで徒歩約７分。 

司会★ 伊高浩昭さん（ジャーナリスト、本学ラテンアメリカ研究所ラテンアメリカ講座講師） 

    関心のある人たちを誘って来て下さい。※申込不要、入場無料 

問合せ★ 立教大学ラテンアメリカ研究所  TEL 03-3985-2578 

■■■■■■■■■■■■異文化交流と国際ボランティアの祭典■■■■■■■■■■■■ 

かわごえ国際交流フェスタ 2013に「キューバに自転車を送る会」が出店 
エスニック料理、民族舞踊、ボランティア活動展示、民芸品販売、音楽演奏 

「キューバに自転車を送る会」はキューバコーヒーとキューバカクテル（モヒート）の販売をします。 

日時★ 11 月 10 日（日）10：00～16：00 雨天決行 

会場★ 蓮馨寺（蔵造り通り）埼玉県川越市連雀町７－１ 

東武東上線「川越市駅」より徒歩 10分／西武新宿線「本川越駅」より徒歩５分 

■■■■■■■■■■■■■■■■ produced by 村上龍 ■■■■■■■■■■■■■■■■ 

RYU'S CUBAN NIGHT 20周年記念コンサート 
 

今年は、20 周年を記念して、わたしがキューバ音楽と深く関わるきっかけとなった「NG LA BANDA/エネヘ・

ラ・バンダ」の、90 年代初頭のメンバーを集め、あの驚異のサウンドを再現する形で、招聘します。もちろん、

NG LA BANDA の全盛時を支えた人気シンガー「トニー・カラ」もやってきます。さらに、特別ゲストとして、

「ロス・バンバン」のメインボーカルとして長年活躍し、独立した現在もキューバ No.1 男性ボーカルの地位を

維持する「マジート・リベラ」、おなじみのキューバの歌姫「タニア・パントーハ」も同じステージに立ちます。

20 年間のキューバ音楽プロデュース活動が集約された記念すべき公演にしたいと、このような豪華な組み合わ

せを実現しました。                                                                        村上龍 

日時★ 11 月 13 日（水）18：00開場 19時開演 

会場★ ステラボール（品川プリンスホテル内）TEL:03-3440-1111 

〒108-8611 東京都港区高輪 4-10-30   新幹線・ＪＲ線・京急線の「品川駅」（高輪口）から徒歩約２分 

出演★ マジート・リベラ、トニー・カラ、タニア・パントーハ、 

CUBAN ALLSTARS MC：村上龍 

チケット★<1 階指定席・２階指定席> 前売 9,000 円／当日 10,000 円 <スタンディング>前売 5,000 円／当日 6,000 円 

主催★村上龍事務所、テレビ東京  後援★キューバ大使館  問合せ★ rcn2013@griot-music.co.jp 
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 キューバのフィデル・カストロ前国家評議会議長が国営メディアに寄稿した 

コラムで、1980年代に北朝鮮から大量の武器の無償供与を受けていたことを明 

らかにした。 

2013年 7月には、キューバを出港した北朝鮮船籍の貨物船から未申告の武器 

が大量に見つかり、国連安全保障理事会の北朝鮮への制裁決議に違反するとして 

問題化したばかり。 

 カストロ氏は 2013年８月 13日付けで、キューバ共産党の機関紙「グランマ」 

に「客観的な真理と夢」と題して寄稿し、自らの政治家人生を振り返った。内容 

はソ連や米国との関係、ベネズエラのチャベス大統領の死去にあたっての所感な 

ど多岐にわたる、東アジア関連では北朝鮮に関する記述が際立つ。 

 冷戦中の 1982年ソ連のレオニード・ブレジネフ書記長が死去し、後継にはユーリ・アンドロポフ書記長が就

任した。カストロ氏は、当時のアンドロポフ氏とのやり取りを、こう振り返った。 

 「彼は我々に、もしキューバが米国から攻撃を受けたとしても、自力で戦わなければならないと伝えてきた」 

三行半を突きつけられたに近いと言えるが、この事は極秘にされた。「敵に知られると非常に危険なので、こ

の事は最小限の同志にしか知らされなかった」 

ここで助け船を出したのが北朝鮮で、カストロ氏は 

「別の友人に対して、キューバ兵１００万人を出動させるのに必要な武器の提供を依頼する事にした。経験

豊かで非の打ちどころがない戦闘員の金日成同志は、１セントも要求する事なく、ＡＫライフル（カラシニコ

フ）10万丁と、付随する弾薬を送ってきた」 

と説明。故・金日成主席を「同志」という言葉を使って賞賛した。 

 キューバと北朝鮮との関係をめぐっては、13年７月にパナマ運河を航行中の北朝鮮船籍の貨物船が拿捕され、

積み荷に地対空ミサイルシステム２セット、分解されたロケット９基、ミグ 21型機２機などの武器が発見され

たばかり。この問題でも、キューバの北朝鮮に対する配慮がうかがえる。 

キューバ政府は、「旧式の武器を修理するために北朝鮮に運んでいた」と説明し、カストロ氏は 13年７月の

キューバ革命 60周年を記念してラテンアメリカ各国の大統領に送った書簡の中で、拿捕について「革命を中傷

するための試みだ」と非難している。 

 両国関係は現在も「相思相愛」といってもおかしくなく、金正恩第１書記は 2013年７月 26日、フィデル・

カストロ氏の弟のラウル・カストロ氏に、 

「わたしは、尊敬するフィデル・カストロ同志の指揮のもとで親米的な軍事独裁政権に反対する武装闘争の序

幕を開いた英雄的なモンカダ兵舎襲撃 60周年に際し、貴方とキューバ共産党とキューバ共和国政府と人民に熱

烈な祝賀と戦闘的あいさつを送る」という内容の祝電を送っている。 

 

北朝鮮とキューバの親密な長い歴史 

｢カラシニコフ銃 10 万丁受け取る」 
党の機関誌「グランマ」でカストロ明かす 

♪入会（年会費 3000 円）＆カンパ 随時受付中♪ 

振込用紙を同封しました。 

ご利用ください。 

※住所・氏名・電話・メールアドレスを明記の上、 

ご入金ください。 
 

郵便振替 ００１００－９－４９９９５０     

加入者名  キューバ友好円卓会議 

 

災害列島日本のお手本は 
やはりキューバ？！ 
全国に甚大な被害をもたらした台風 26号。 

みなさんのところは大丈夫でしたか？ 

被害に遭われたみなさんには、心から 

お見舞い申し上げます。 

地震、台風、竜巻、洪水、火山噴火…… 

自然災害から国民を守る「防災力」のある 

社会づくりのお手本が、人命救済最優先の 

キューバにあります。ぜひご一読を。 
中村八郎・吉田太郎 共著 
 築地書館／2520円（税込） 

 


